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施 策 提 言 の 要 約 

 
 
 ◆従来の行政主導によるまちづくりでは、高度化・多様化する市民ニーズに柔軟に 
  対応することは、困難な状況にある。 
◆多くの自治体では、効率的・効果的なまちづくりに向けて、従来の「公共」とは 
異なる市民、市民団体やＮＰＯなどを巻き込んだ「新しい公共」の構築に取り組   
んでいる。 

◆市民活動に参加しているのは、特定の自治会やＮＰＯなどの市民団体が主であり、 
多くの市民が参加している状況ではない。 

 

 

  ◆「市民１人１活動」 

◆これまで市民活動に参加したことのない市民に対する参加の促進 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ａ Ｉ Ｄ Ｍ Ａ （ ア イ ド マ ） の 法 則 の 活 用 

 

 

     

 

●関心がなく参加していない 

・興味がわかない 

・活動によって得られるメリッ

トがない 

 

●関心はあるが、参加していない。 

・参加するきっかけ得られない 

・参加する時間がない 

・参加したいと思う活動や共感す 
る団体がない 

誰でも気軽に参加でき

る活動機会を設け参加

者にはインセンティブ

を付与 

自治体、市民団体、市民

それぞれの手法による

情報の発信 

市民、市民団体、事業者

などが協働するための

仕組み作り 

●ポイント制度の創設 

 

●マッチング登録制度

の創設 

●お見合いパーティー

の開催 

●協働カレンダーの作成

●サポートメールの配信

●協働の輪運動の展開 
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